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１ 事業の概要 

協会事業名 
□研修機関派遣事業（□市町村アカデミー  ☑国際文化アカデミー  □NERC） 

□地方４団体研修及び調査・研究事業 

自治体(団体) 
事業名 

研修機関派遣事業 

所管局部課 
自治体（団体）名 所管部・課名 担当者名 連絡先（ＴＥＬ） 

新上五島町 総務課 田坂 美紀 0959-53-1111 

事業期間 開始年 平成３１年６月１１日 （ 1年目） 

事業実施手法 ☑全部直営   □一部委託   □全部委託   □その他[        ] 

実施期間 （開始日）平成３０年６月１１日   （完了日）平成３０年１２月１４日 

委託した場合の 
委託内容 

委託先機関名 担当者名 連絡先（ＴＥＬ） 

   

（委託内容） 

 

 

 

 

 

研修及び調査・

研究の目的 
※実施前に予想し

ていた目標・目的を

記載ください。 

対象（誰を・何を） 目標・目的 

①法令実務経験が１年未満の職員 

 

②「JET プログラム翻訳・通訳講座（英語）」

の受講を希望する全国の国際交流員  

①自治体職員として知っておくべき行政実務に関連

する基礎的な法知識の習得を目指す。 

②国際交流員の「翻訳・通訳」に関するスキルを向

上させることを目的とする。 

研修及び調査・
研究の具体的 
内容 
※事業をまったく

知らない人でも、事

業の実施内容や実

施方法の概要が分

かるように記載し

てください。 

①実務経験が１年未満の職員を対象に、自治体職員として知っておくべき行政実務に関する 

 基礎的な法知識の習得を目指し、法令の解釈、運用等に対する理解を深める講義や法令改正 

 演習により、基本的な法務能力を身につける。 

②国際交流員の主要な業務の一つである「翻訳・通訳」に関するスキルを向上させるため、６ヶ

月間の通信講座と５日間の集合研修を実施。集合研修では、全体での講義や少人数に分かれて

の演習、実践的な総合演習などを行った。 

研修及び調査・

研究の背景、 

これまでの経緯

及び現状 

(事業開始の背景) 

①職員において、法制執務に関する基礎的な知識の習得者が少ないことから実施した。 

②本町では、国際交流の推進のため平成３０年度に始めて国際交流員を採用した。インバウンド

対応等のため、国際交流員には「翻訳・通訳」のスキルが求められており、この講座を受講す

ることで、「翻訳・通訳」のスキルが向上することが期待できるため受講に至った。 

 

(経緯・現状) 

①国際文化アカデミーでの「法制執務研修」に参加するのは初めてだった。 

②本町では平成３０年度に国際交流員を始めて採用したため、この研修への参加は初めてであっ

た。 
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２ 実績結果 

事業費の推移 前々年度決算 前年度決算 当該年度決算 

事業費（円）   113,750 円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫支出金    

県支出金    

地方債    

その他    

市町振興共同事業助成金   75,833 円 

一般財源   37,917 円 

目
標
・
目
的
指
標 

指標名 指標設定の考え方 単位 区分 前々年度 前年度 当該年度 

① 

①法令実務研修受講回数 

②「翻訳・通訳」講座（集

合研修）の受講回数 

①該当年度 １名 

②年に 1 度開催される研修

に国際交流員 1 名を受講

させる 

人 
目標 0 0 2 

実績 0 0 2 

目標達成率（％）   100 

② 

  
 

目標    

実績    

目標達成率（％）    

 

３ 事業の振り返り 

必
要
性
の
点
検 

（１）実施することによるメリット 

（内容、程度等） 

①短期間で集中的に実践的な法規事務を学ぶことができる。 

法規担当のレベルアップを図ることにより、多種多様な問題に対応できるのではないか。 

②本町の国際交流員 1 名は、通信講座で「翻訳・通訳（英語）」のスキルアップに取り組んでいるが、通信講

座だけでは学習に対するモチベーションの維持、実際の現場で対応するためのスキルの取得に限界があり、

集合研修に参加することで、より実践的な学習の機会を得るとともに、他の国際交流員との交流を通して学

習意欲を向上させることが期待できる。 
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４ 有効性の点検、実現性の点検 

有
効
性
の
点
検 

（１）目標（目的）指標の達成状況 

☑目標（目的）指標の実績値は、目標をほぼ達成した 

□目標（目的）指標の実績値は、目標を下回った 

（２）実施前、想定していた目標・目的が達成できた理由またはできなかった理由 

①長崎県市町村行政振興協議会に設置された法規室に職員を派遣し、関連研修に参加しながら、自治体法務検

定の受検までできたことは合否に関係なく法務知識を身につけることができたと考える。 

②この集合研修に参加したことで、より具体的かつ実践的な翻訳・通訳の方法について専門家からの講義を受

けることができた。また、研修に参加している他地域の国際交流員との交流を通して、これからの学習や業

務に対するモチベーションが高まったとの感想があった。 

実
現
性
の
点
検 

（１）事業への反映 （具体的内容） 

☑成果は事業（実務）に反映できる 

□成果は事業（実務）に反映できない 

①法制執務を担う職員としての心構えや考え方を学びこれからの

業務にあたるのではないかと期待できる。 

②研修終了後は、講座で学んだ手法を活かしつつ、積極的に翻訳

や通訳業務にあたっている。 

（２）公共性の評価 （具体的内容） 

本研修及び調査・研究を通じて 

☑住民へ利益を還元できる（②） 

☑住民へ利益を将来的に還元できる 

（①） 

□住民へ利益を還元できない 

①住民に法令を踏まえた説明を順序だてて行うと納得してもらえ

るのではないか。 

②通訳・翻訳のスキルが向上することにより、本町のインバウン

ド受入れ体制の強化が図られ、観光事業者等の住民の所得向上や

地域経済の活性化への波及効果が期待できる。 

 

５ 今後の方向性 

① 

必要性の点検から □事業休止 □事業廃止 □民営 ☑事業終了（完了） 
□現状維持 

 実施予定時期      

有効性の点検から □目標・目的未達成 ☑目標・目的達成 □類似事業との統合 
□現状維持 

 実施予定時期    

実現性の点検から ☑事業へ反映 □事業に反映できない □その他 
□現状維持 

 実施予定時期    

具体的内容  

② 

必要性の点検から □事業休止 □事業廃止 □民営 □事業終了（完了） 
☑現状維持 

 実施予定時期      

有効性の点検から □目標・目的未達成 □目標・目的達成 □類似事業との統合 
☑現状維持 

 実施予定時期    

実現性の点検から □事業へ反映 □事業に反映できない □その他 
☑現状維持 

 実施予定時期    

具体的内容 

国際交流員の任期中は、「翻訳・通訳」についての学習を引続き行っていく予定であり、受

講が認められれば継続して同様の研修に参加していく意向がある。 

 

 


